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１
面 

第
４
次
基
礎
と
な
る
部
隊
の
訓
練
検 

 
 
 

閲
、
総
合
戦
闘
射
撃 

２
面 

レ
ン
ジ
ャ
ー
帰
還
式
、
師
団
狙
撃
集 

 
 
 

合
教
育 

 
連
隊
は
、
11
月
24
日
～

25

日
及
び

27

日
～

29

日

（
重
迫
撃
砲
中
隊
の
み
12

月
４
日
に
実
弾
射
撃
検
閲
）

ま
で
の
間
、
伊
丹
駐
屯
地
、
久

代
訓
練
場
、
長
尾
山
演
習
場

及
び
あ
い
ば
野
演
習
場
に
お

い
て
、
第
４
次
基
礎
と
な
る

部
隊
の
訓
練
検
閲
を
実
施
し

た
。 

受
閲
部
隊
は
、
重
迫
撃
砲
中

隊
、
通
信
小
隊
及
び
衛
生
小

隊
で
、「
陣
地
攻
撃
に
お
け
る

中
隊
（
小
隊
）
の
行
動
」
を
検

閲
課
目
と
し
て
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
評
価
判
定
す
る
と

と
も
に
、そ
の
進
歩
向
上
を
促

し
た
。 

 

ま
た
、
補
給
小
隊
の
練
度 

判
定
を
実
施
し
て
、
練
度
向
上
を
促
し

た
。 

 

各
中
隊
（
小
隊
）
は
、
11
月
24
日
隊

容
検
査
後
に
今
年
度
、
連
隊
が
統
制
す

る
訓
練
課
目
（
小
銃
射
撃
、
迫
撃
砲
射
撃

準
備
、
第
一
線
救
護
、
目
測
等
）
を
実
施

し
て
、
各
種
戦
闘
戦
技
の
練
度
確
認
を

行
っ
た
。
翌
25
日
は
、
各
中
隊
長
（
小

隊
長
）
計
画
で
、
任
務
遂
行
の
た
め
の
最

終
的
な
準
備
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ハ
ー
サ
ル

等
を
実
施
し
た
。 

 

27
日
～
29
日
は
、

あ
い
ば
野
演
習
場
へ
前

進
し
、
夜
間
に
お
け
る

車
両
行
進
を
実
施
、
隊

形
と
速
度
を
維
持
し
つ

つ
、
整
斉
と
行
進
を
終
え
た
。
そ
の
後
、
集

結
地
を
占
領
し
、
各
中
隊
（
小
隊
）
毎
、
第

一
線
陣
地
に
対
す
る
攻
撃
の
行
動
を
実
施

し
、
任
務
を
完
遂
し
た
。
延
べ
６
日
間
に
わ

た
る
状
況
下
に
お
い
て
、
各
人
が
任
務
完
遂

の
た
め
努
力
し
、
各
中
隊
長
（
小
隊
長
）
の

要
望
事
項
の
気
概
を
強
く
持
ち
、重
大
な
事

故
も
な
く
、
無
事
に
訓
練
検
閲
の
状
況
を
終

え
た
。 

 

恐
る
べ
し
！
重
迫
中
隊
の
必
中
射
撃 

 

師
団
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
実
力
発
揮
!! 

 

12
月
４
日
に
実
施
さ
れ
た
重
迫
撃
砲
中

隊
の
実
弾
射
撃
検
閲
で
、第
２
小
隊
の
転
移

射
は
、
有
効
圏
内
に
100
％
で
弾
着
し
た
。
極

め
て
高
い
射
撃
精
度
を
示
し
、
師
団
射
撃
競

技
会
を
４
連
覇
中
の
実
力
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
た
。 

 

連
隊
は
、
11
月
30
日
～
12
月
５

日
ま
で
の
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場
に

お
い
て
、
「
方
面
統
制
総
合
戦
闘
射

撃
」
を
実
施
し
た
。
各
級
指
揮
官
の

射
撃
指
揮
、
戦
車
・
特
科
部
隊
と
の

協
同
連
携
等
を
演
練
し
て
、
諸
職
種

部
隊
の
総
合
さ
れ
た
火
力
発
揮
能
力

の
向
上
を
図
っ
た
。 

 

11
月
30
日
に
は
「
連
隊
81
㎜
迫

撃
砲
戦
闘
射
撃
競
技
会
」
が
行
わ

れ
、
第
２
中
隊
が
優
勝
、
第
５
中
隊

が
準
優
勝
と
な
っ
た
。 
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レ
ン
ジ
ャ
ー
教
育
隊

は
、
第
９
想
定
（
最
終

想
定
）
の
出
発
に
あ
た

り
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
学
生

の
家
族
・
仲
間
か
ら
の

激
励
の
手
紙
を
手
渡

し
、
最
後
の
任
務
に
立

ち
向
か
う
気
概
を
改
め

て
強
く
持
た
せ
た
。
過

酷
を
極
め
る
行
動
訓
練

に
歯
を
食
い
し
ば
っ
て

耐
え
て
き
た
学
生
も
こ

の
時
ば
か
り
は
、
あ
ふ

れ
る
涙
を
こ
ら
え
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。 

 

最
終
想
定
の
潜
入

は
、
琵
琶
湖
の
横
断
か

ら
始
ま
っ
た
。
夜
を
徹

 

 

 

レ
ン
ジ
ャ
ー
教
育
隊
は
、
11
月
27
日
最

終
想
定
を
終
え
伊
丹
駐
屯
地
に
帰
隊
。 

 
帰
還
式
を
実
施
し
、
新
た
な
16
名
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
隊
員
が
誕
生
し
た
。 

敵施設の襲撃 

し
て
ボ
ー
ト
を
漕
ぎ
、

琵
琶
湖
横
断
後
は
滋
賀

県
の
比
良
山
系
の
勾
配

の
き
つ
い
山
地
を
潜

入
。
最
高
峰
・
武
奈
ヶ

岳
を
経
由
し
、
途
中
の

阿
弥
陀
山
で
当
初
の
破

壊
任
務
を
実
施
し
た
。

そ
の
後
あ
い
ば
野
演
習

場
に
拠
点
を
占
領
し
、

敵
施
設
の
襲
撃
任
務
を

成
功
さ
せ
た
。 

 

襲
撃
後
は
、
安
全
な

地
域
ま
で
隔
離
す
る
た

め
、
長
距
離
の
離
脱
を

開
始
。
こ
こ
ま
で
く
る

と
、
足
を
前
に
出
す
の

が
精
一
杯
で
疲
労
と
空 

腹
は
極
限
に
達
し
、
猛

烈
な
睡
魔
が
学
生
を
襲

う
。
地
図
判
読
も
ま
ま

な
ら
ず
、
助
教
か
ら
烈

火
の
ご
と
く
檄
を
浴
び

せ
ら
れ
、
地
図
に
目
を

落
と
す･

･･

。 

や
が
て
離
脱
が
完
了
。

５
時

44

分
、
主
任
教

官
の
「
状
況
終
了
！
」

の
声
に
学
生
は
、
状
況

を
飲
み
込
め
ず
、
腰
が

抜
け
た
よ
う
に
呆
然
と

立
ち
尽
く
し
た
。
つ
い

に
第
51
期
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
長
い
戦
い
が
終
わ
っ

た
瞬
間
だ
っ
た
。 

 

11
月
27
日
９
時
50

分
、
第
３
音
楽
隊
の
演

奏
の
下
、
伊
丹
駐
屯
地

正

門

か

ら

大

レ

ン

ジ
ャ
ー
旗
を
先
頭
に
学

生
長
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
大

坪
以
下
16
名
の
学
生
が

行
進
。
駐
屯
地
各
部
隊

が
花
道
を
作
る
中
、
感

動
の
凱
旋
と
な
っ
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
帰
還

式
で
は
、
連
隊
長
・
伊

藤
１
佐
か
ら
、
学
生
一

人
一
人
に
対
し
レ
ン

ジ
ャ
ー
き
章
が
首
に
掛

け
ら
れ
た
。
学
生
を
は

じ
め
、
参
列
し
た
各
中

隊
、
教
官
・
助
教
、
そ

し
て
連
隊
長
の
目
に
も

光
る
も
の
が
あ
っ
た
。 

極限の疲労の中、長距離離脱 

家族・仲間からの手紙 

長時間に及ぶ山地潜入 

 

連

隊

は
、
師

団

「
狙
撃
」
集
合
教
育

の
担
任
と
な
り
、
準

備
訓
練
を
開
始
。
12

月
よ
り
被
教
育
者
の

素
養
試
験
を
実
施
し

た
。
合
格
者
は
来
年

１
月
か
ら
の
集
合
教

育
で
、
潜
入
技
術
、

距
離
判
定
、
目
標
発

見
識
別
等
の
戦
技
訓

練
及
び
射
撃
訓
練
を

重
ね
、
狙
撃
手
と
し

て
の
練
度
向
上
に
努

め
る
。 


